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拘りの未来クルーザー『クレストランナー』
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1．はじめに
　マリン開発部開発元果は，既存のラインナップに

とらわれないボートの商品開発を目的として昨年

組織され，堀内研究室からの支援を受け，最初の

アウトプットが『クレストランナー』である。

　開発プロジェクトチームは，デザイナーを除く

と大型ボートは．長経験でやや心許無い状態でスタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　こたわ
一 トしたが，各々が「自由な発想」と「拘り」を

持つことで，ボートショーに参考出品し好評を得

るほどに作りこむことができた。

2．開発の狙い

企体のイメージは，新船型にふさわしいユニー

クなフォルムとする。

　船型は，f氏抵抗と波浪衝撃をノ1・さくし，高いク

ルー一ジング速度を維持する．

快適な宿泊，クルージングや遊びができる。

　○ゆったりとすごせる広いサロンの確保

　○ギャレー，バース，　トイレ，シャワー等生

騨
撫

鱒t
　璽讐　9
《慈農いぎ

写真1　里内　田面　横山

趨れ
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　活空間の配慮。

○各部屋の空調と換気設備。

○レベルの高いオーディオ等の装置。

○全天候型の広いフライングブリッジ。

○操舵，リモートコントロールの省力化。

○低振動と低騒H：の実現。

3．主要諸元

＊　マIJンイぷllマリン開発；祁

＊＊　マリン本部マリン開発1’f1S

＊＊＊　技術本部堀1ノ・1研究室
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拘りの未来クルーザ『クレストランナー』

［呼称最大馬力　　300PS×2

燃料タンク　　　650セ　×2

清水タンク　　　200セ×2

ノl’　　　　　　　ト　　

疋　　　貝

舟tそi’［ヌ：li．BL

12＋2　名

沿　海

写真2　30mウェーブピアサー

4．船　型

　ヤマハのボートは，カタマラン（双胴船）から

始まり，ディープV系，ハイフレソクス系とシリ

ー ズを広げ，現在は，ディープV系を中心にバリ

エーションを展開している　（図1）

ディープV系　　ハイフレックス　　カタマラン

図1　各種船型

ない船になってしまうv（写真2）

　全長5m程度のボートでも使えて，乗り心地は

ウェーブピアサー並という船型を17…り出すところ

からクレストランナーの開発はスタートした。

　船型の開発にあたり，過去に参考となるような

船が世の中になかったので，模川iリを数多く作って，

手当り次第にテストをするというサイクルを繰り

返した。

　抵抗の面では，角型の船底より丸型の方が，中

低速時に有利で，そのスピードをどこまで商速域

まで広げられるかがポイン1・になった。（図2）

　これらの船型は，日本近海の海象に）Ll　（〉った乗

り心地と速力という点で，その接点を常にレベル

アップしながら，時代の要求に応えてきた。

　業務用の高速艇の分野では，エアークッション

ビークル，カタマラン，水中翼船が競合しており，

各々の持つ特徴により、使い分けがされつつある、，

　全没甲水中翼船は，圧倒的な乗り心地の良さに

ひき替え，コスト，メインテナンスの点で，多少

不利である。

　’86年末からオーストラIJアで運航を始めたウェ

ーブピアサーという船型は，基本的にはカタマラ

ンでありながら、波浪中での乗り心地を思いきり

良くして，全没型水中翼船（こ近づけたものである．，

　この船は，全長30m以ヒのフェリーボートで，

この船型をそのまま縮小してプレジャーボートに

すると，極端に軽く作らなければ船としてまとま

らないばかりか，遅いスピードレンジでしか使え

φ

Q
この部分をスポンソンと呼ぶ l　　　　l

、1
、

図2　模型の船型の変遷

　海ヒでの曳航テストでは，バルバスバウ（球状

船首）を持つものは，カタマランの場合，左右へ

のふらつきが大きく使いものにならないことがわ

かった．、

　角型の船底のものは，万向安・定は丸底のものよ

り良いものの，波浪中でのヒド動が激しく，丸底

のゆるやかな挙動と対称的であった．、
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　4．1　テストボート

　模型で大体の性能の目安を得たところで，テス

トボートを作り，模型では分からない部分の評価

を行なった。

　スポンソンの中心線に対して左右対称のものよ

り，非対称のものの方が操縦性が良いことも，2

隻のテストボートの比較で明確になったが，非対

称にすることで抵抗の増加を招かない様，その形

状にL夫をこらした。（図2参照）

　テストボートは，単に性能や操縦性の評価だけ

でなく，新しい船型に対する型の作り方から，構

造，駆idの確認，耐久性の評価，乗り心地，取扱

い性等，様々な面の評価，確認に役立った。

乎

写真3　5mテストボート

　一’例として，2隻めのテストボートとSR－16

（ディープV　教習艇）とのビド加速度の比較を図

3に示す。

5mテスト
ボート

SR－16

：　．　］・　　　　一・　　　♪
ユ＿　・∵一圭≡．ト・｛　．！　・－　　　　　　1－一一一三　・－t－一一一、　1　9

←

｛．　　　二・　　　介　　　　　　　　　　．

〉，v㌔茸埜゜　～
．．二斗．　　＋　　　　・＝コ＝一　　　　　．

図3　上下方向加速度の比較（波高0．5m向波）
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図4　速度と抵抗との関係
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　　　図5　波高と衝撃（G）との関係

　4．2性能予測

　テストボートの性能からクレストランナーの性

能を計算，予測すると，図4，図5の様になる。

　排水量型に近い船型を高速域でうまく滑走させ，

摩擦抵抗の急激な増加を防いだことにより，滑走

艇並の高速性能を得ることに成功した。さらに，

中低速域では排水量型の船型が生きているため，

滑走型のボートに比べて大巾に抵抗が少ないこと

がおわかり頂けると思う。

　通常，このクラスのクルーザーで，長距離をク

ルージングする場合，20ノット程度で走ることが

多く，波が高くなると乗員の体力，船体の強度の

点から速度を落とさざるを得なくなる。多少の波

でも全速で走ることができ，燃費を考えて速度を

控えめに走るとグンと足が長くなるというのが，
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拘りの未来クルーザ『クレストランナー，〕

本船の特徴で，狙い通りの性能を持たせることが

できた。

　4．3　ノーズコーン，波返し

　クレストランナーの外観上の特徴は，船首が3

つあるように見えることであるが，中央船首は，

通常空中にあり，波高が高くなるに従い，この部

分に水が当たって船を上方に持ちLげる。一方，

左右のスポンソンは，波の中に突きささって，ス

ムーズに船首を上げる形に成形されている。カタ

マラン，モノハルを問わず通常の船の場合，船首

が波に当たると，とにかくヒに・Lがる様な形にな

っているところと大きく異なる部分である。この

形状が，船のビド動をおさえ，前後の速度変化を

少なくするポイントである一方，離着岸時の操船

や船度，スプレーの問題等の泣き所でもある。

写真4　ノーズコーンと波返し

　スポンソンの先端は，指の先ほどに鋭くしなけ

れば激しくスプレーをヒげてしまう。しかし，槍

の様な形では，着岸時に浮き桟橋に突きささった

り，先端をつぶしたりするため，いかの頭の形に

似たバンパー（ノーズコーン）を取付けた。

　また，スボンソンのガンネル（防舷材）は後ろ

ヒがりになっているので，船側に沿ってLがって

きた水は，ガンネルに取付けられた波返しに当た

っても，急激に圧力が高くなって飛び散ることな

く，後方に流れ落ちるようになっている、、

5．構　造

　艇体は軽Ill：化のために，船側、床、仕り川時刈’

能なかぎり「サンドイソチ構造一としている、

　成形万法は，一．一般的な「ハンドレイア・・フ法一

ではあるが，サンドィ・ノチ芯材（塩ビ発泡f本｝の

接・首には，バキュームを使い，密ayf．度のfr・J　I・．を1・9｜

っている，、一’次，二次成形にもバキュームを使一，

た「バキューム成形法」であれば，空洞率の低ド，

ガラスコンテントアソプ等で，強度的にも，IP川

的にも有利であるか，非常に多くの「数を必要と

するためにあきらめざるをえない

写真5　センターハルのサンドイッチ芯材接着作業

写真6

スポンソン内

の組立作業

タクトかある

船底以外は，

すべてサンド

イttチ楢造
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4．室内配置
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図6　室内配置図

7．クレストランナー主要装備品

＊動力油圧操舵装置

　　　　　　（オートパイロット，リモコン付）

＊蟹歩き（平行横移動）システム

＊7インチ　ビデオロランプロッター

＊6インチカラー魚探

＊リモコンサー一チライト（ハロゲン55W×2）

＊ワークライト（ハロゲン50W）

＊電rホーン

＊電動ウィンドラス（Max300kg）

＊TV（アクティブアンテナ付）

＊VTR
＊スパ…ミニコンポ　サロン

　　　（CD，　WC，　FM，　AM，イコライザー）

＊カ…オーディオ　FB

　　（C，FM，　AM，イコライザー）

＊インター一ホーン（サロンーFB）

＊電動カーテン

　　　（サロン入口，両サイドウィンド）

＊エンジンルームハッチ　電動リフター

＊全室エアーコンディショナー（4000Kcal×2）

＊電動マリントイレ（オーナー用，ゲスト用）

＊汚水タンクシステム（160e）

　バキューム＆海洋排出可能

＊温水シャワー（オーナーズルーム）

＊清水シャワー一（スターンデッキ）

＊陸水装置

＊陸電装置（30A×2系統）

＊～　f］N　J“at　JIE　Y（　　（73　e　）

＊温、t／k29　　　（45　e　）

＊「Lr・レンジ

＊｝E磁プレート（ビルトインタイプ×2）

一
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拘りの未来クルーザ『クレストランナー』

8．拘りのトライ

写真7　浮姿（舶）

船型の特徴が良く

分かる／

両サイドのスポン

ソンのみで浮き，

中央船底は離水し

ている。

写真8　浮姿（艇）

全幅5．3mはやは

り広いノ

スターンデッキや

フライングブリッ

ジの広さは類を見

ない。

～、
』繍｝｝　濠一 ＼冊

写

教

写真9　サイドウインド（アクリル，合わせガラ

　　　　ス）強力両面テープにて接着。

1
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魏

写真10　サロン入L］ドアは，曲率3000R，厚さ10

　　　　m／mの強化スモークガラス。
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写真12

内装（ギャレー付近から入口を

　　　見る）

8図

凛訊

写真13

趨
議

写真11

内装（サロン入口から前を見る）

　　1＿’2－
　／’／∠

一一ぽ惑
＼、　　　1
　、＼　　一、　　　　　　　　　　　　　　　！r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　＿

　＿膨『

鐘酷』：，
＜’　｝ L≡x　。

〆

即

⌒へ

写真13

　サイドボード（テレビ，オーデ

　ィオラック）とギャレーの天板。

写真14

　メインテーブルの天板，いずれも

　新素材の繊維，カーボンとテクノ

　ーラの混紡を透明ゲルコート仕上。

　　　　　　　　　　　　こだわ　繊維目がとても美しい。（拘り）

写真14
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拘りの未来クルーザ「クレストランナー』

蟹窯≧
（蕊蕊

写真15　フライングブリッジ

ルトインされている、、

チルトステアリングを装備し，

ドライバーとナビゲー．一一ターのシ

ー一
トCよ、　［【11，1リ三iWsi！≡カ・，i∫fi｝三、、

両サイドアクリルカバー内には，

ロラン（自航跡表示装lli，：）と魚

群探知器が搭載されている

写真16　フライングブリッジのテーブル

天板は、アルミハニカムードr・透明FRP板」アク

リルのサンドイッチになっておリテーブル内のラ

イトの光により，天板ヒにハンカム（6角形）か
　　　　　こt，t）
浮き出るa（拘リ）

騨　　 一 ∨嘩謬丁
　　　　　　…≡ジt’一“’t“∵

　　　　　　　　擁騨llロ

写真17　FBラダー（昇降梯子）

艇体への取付ビスは全く見せな
　　ーt　h
い、（拘り｝

◇◎ゆく◇◇◇◇◇◎◇◇◇6◇◇◇◇◇◇◇◎一疹⑳㍍タ≧ゆ◇シ蘇メ｝シ×少》◎♪⑯鰍》◇

〈その他

駄
調
観

軽
色
外

こたわ

拘りのトライ〉

隔枢，床板の発泡体サンドイッチ化

センス良く，モノトーンて統一’

見、Ψ1：しいビス、配線は極力見せない

環境

機能

生活

汚水タンクシステムを装備，、

陸電，陸水システムを装備「

ペノド6名分，温水シャワー，………

53
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9．型から始まりテストランへ

図9　型成形品一覧

　9．1型作り

　このクラスの大型艇では，型点数は図6のごと

く多くなり，完成間際まで型作りが行なわれる

　クレストランナー一の型は，通常のFRP型とは

異なる簡易木川である．、簡易木型はii　J’t？Jijが少な

くて済むか，型面の仕ヒりが劣るので，製品を磨

きあげて、1“：産艇レベルまでに仕1・．げている、

　艇体形状、特に船首部は．一’般的なボ…トとはだ

い．1；　JE　’tl・なり，『型屋」泣かせの｝1多状とぼえるか，試

作課は，なんなく作りあげ，ハルにデt／・キがヒシ

ャリヒ納ってしま・）たのは，　さすかである、

　9．2組立概装

　ハノレとデッキの組ご［tlか終ると，内装，電気、配

管，さらに機関｜事で作業ピーチがあがり、図面

を画くのが間に合わなくなる。さらに，あちこち

で不具合いが発生し始め，いきおい，現場での指

示が多くなり，離席表は常に「シサク」の日が続

く、

写真18　蟻装エ事

． 54…



拘りの未来クルーザ『クレストランナー』

　9．3運搬
　現在の試作工場でこれだけの大型艇を造ったこ

とはなく，離型時の搬出入，完成時の搬出が当《ノ」

より心配された。空調ダクトを持ちヒげ，ピサシ

を取りさり，そして，ピラミッドの石運びなみの

方法と，ハズルの様な作業を行うことで，屋外へ

の搬出がii∫能となった。

写真19離型後の搬入

　試作一L場から，進水スロープまでの運搬はさら

に難しく，トレーラーに船を乗せると門が狭すぎ

て，出て行けないのである。工場敷地内にある船

を道路側からクレーンで吊リヒげ，トレーラーに

乗せる作業となった、、’ll日は，トレーラーの運転

T：が寝すごすおまけかあり，作業が終るころには

夜が明けてきていた。

　9．4　テストラン

　計画通りに浮いてあたりまえ，浮かずばボロク

ソの進水式も無事に済み，トラブノレ続きのコント

ロールをだましつつ性能テストが始まる、．結果は，

重羅：増加を考えると計画に近い性能f直であったが、

船型特性と槍のも菜なスポンソン先端か、離着岸を

難しくして，テストドライバーを悩ませた　これ

が，スターンドライブでのサイドスラスター．一システ

ムを開発させるきっかけとなり、クレストランナ

ー は「蟹歩き」ができるボー一トとな一・たのである、

写真21外洋航走

10．おわりに

　こだわりすぎた結果，多少，未消化の部分もあ

り，船型，レイアウト，装備品を含めて改善を加

え，さらに魅力ある商品としたい、、

　最後に，川粘度と艇体の申τ駄化については，試

作課，艇の運搬は物流課、城装品はマリン用品課，

海外調達。釆、およびサンワード，内装は関連協力

会社、そして，テストについては，実験11課の協

力，努力に対しここであらためて御礼を申しあげ

たい、

写真20　スロープへの搬出
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